
「
不
恰
好
な
洋
服
を

着
て
、
自
動
車
を
乗
り

廻
し
、
工
場
や
機
械
を

自
慢
に
し
、
物
質
的
、

機
械
的
人
生
観
を
ぎ
こ

ち
な
く
、
生
半
可
に
受

け
入
れ
て
い
る
よ
う
な

西
洋
か
ぶ
れ
し
た
人
々

は
、
い
っ
こ
う
に
魅
力

が
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
決
し
て
日
本
の
真

実
の
姿
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
本
當
の
日
本

人
で
は
な
か
っ
た
」
…

今
か
ら
７０
年
も
前
、
１

９
４
８
年
２
月
か
ら
、

戦
後
間
も
な
い
日
本
に

８
カ
月
間
滞
在
し
た
オ

ー
ナ
ー
・
ト
レ
イ
シ
ー

と
い
う
女
性
の
滞
日
記

録
『
カ
ケ
モ
ノ
―
占
領

日
本
の
裏
表
―
』（
平
松

幹
夫
訳
、
１
９
５
２
、

文
藝
春
秋
社
）
の
一
節

で
あ
る
。
彼
女
が
８
カ

月
の
日
本
滞
在
で
探
し

求
め
て
い
た
の
は
、「
本

当
の
日
本
人
」
の
姿
で

あ
っ
た
。

本
書
は
、
１
９
４
８

年
２
月
か
ら
、
戦
後
間

も
な
い
日
本
に
８
カ
月

間
滞
在
し
た
オ
ー
ナ
ー

・
ト
レ
イ
シ
ー
と
い
う

女
性
の
滞
日
記
録
だ
。

彼
女
は
英
国
タ
イ
ム
ズ

紙
の
特
派
記
者
と
し

て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
民
主
主

義
を
根
付
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
日
本
を
見
に

来
た
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト

は
英
国
で
１
９
４
６
年

６
月
の
出
版
以
来
、
戦

後
の
日
本
を
書
い
た
良

書
と
し
て
た
ち
ま
ち
版

を
重
ね
る
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
た
。
日
本
で

は
占
領
下
の
出
版
統
制

も
あ
っ
て
英
国
に
３
年

遅
れ
て
邦
訳
が
出
版
さ

れ
た
。
邦
題
は
『
カ
ケ

モ
ノ
―
占
領
日
本
の
裏

表
―
』（
平
松
幹
夫
訳
、

１
９
５
２
、
文
藝
春
秋

社
）
と
い
い
、
一
風
変

わ
っ
た
『
カ
ケ
モ
ノ
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
は

「
掛
け
物
」
の
こ
と

で
、
日
本
生
活
の
思
い

出
の
「
カ
ケ
モ
ノ
」
を

広
げ
な
が
ら
８
カ
月
に

渡
っ
た
滞
日
を
振
り
返

え
る
趣
き
の
本
で
あ

る
。
こ
の
特
派
記
者

は
、
当
時
の
英
国
の
東

洋
学
者
の
第
一
人
者
ア

ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
レ
ー

卿
に
私
淑
す
る
親
日
家

で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

小
説
と
評
論
を
書
き
、

後
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
解
説
者

を
務
め
た
り
し
た
女
性

で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
本
職
で
は
な
く
、
本

来
、
小
説
家
で
あ
り
批

評
家
で
あ
っ
た
。
彼
女

が
特
派
記
者
と
し
て
日

本
の
地
を
踏
ん
だ
の

は
、
お
そ
ら
く
彼
女
の

中
で
学
び
、
愛
し
た
日

本
と
日
本
の
文
化
が
、

戦
後
ど
の
よ
う
な
変
質

を
見
せ
る
の
か
、
見
せ

た
の
か
彼
女
自
身
の
眼

で
確
か
め
に
来
た
に
相

違
な
い
。
親
日
家
で
あ

る
か
ら
と
言
っ
て
形
だ

け
を
真
似
る
日
本
の
近

代
化
や
、
女
性
の
視
線

か
ら
封
建
的
な
男
性
社

会
の
日
本
に
対
す
る
辛

辣
な
指
摘
も
厭
わ
な

い
。
す
ぐ
れ
た
批
評
眼

が
随
所
に
感
じ
ら
れ

る
。『カ

ケ
モ
ノ
』
の
目

次
を
み
れ
ば
、
第
１
章

の
「
東
京
」に
始
ま
り
、

「
民
主
主
義
」「
デ
・
モ

・
ク
・
ラ
・
シ
・
ー
」

「
お
花
見
」「
旅
行
」「
京

都
」「
軍
政
部
と
の
接

触
」「
魚
は
ど
こ
に
行
く

か
？
」「
法
主
の
秘
密
主

義
」「
日
本
の
作
家
」「
再

び
政
治
に
つ
い
て
」「
日

本
の
悲
劇
」「
ア
メ
リ
カ

の
悲
劇
」「
休
養
」「
愉
し

い
山
村
」
と
、
女
性
記

者
の
目
に
写
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ

占
領
下
の
戦
後
日
本
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
巧
み

に
切
り
取
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
猿
真
似

の
民
主
化
に
揺
れ
る
醜

悪
な
近
代
化
を
「
今
や

悪
化
し
頽
廃
し
た
部
分

こ
そ
、
現
実
の
日
本
」

「
不
恰
好
な
洋
服
を
着

て
、
自
動
車
を
乗
り
廻

し
、
工
場
や
機
械
を
自

慢
に
し
、
物
質
的
、
機

械
的
人
生
観
を
ぎ
こ
ち

な
く
、
生
半
可
に
受
け

入
れ
て
い
る
よ
う
な
西

洋
か
ぶ
れ
し
た
人
々

は
、
い
っ
こ
う
に
魅
力

が
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
決
し
て
日
本
の
真

実
の
姿
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
本
當
の
日
本

人
で
は
な
か
っ
た
」
と

指
摘
し
た
後
で
、
彼
女

が
「
真
実
の
日
本
人
」

と
賞
賛
し
愛
し
た
の

が
、
滞
在
の
終
わ
り
を

書
い
た
最
終
第
１６
章

「
愉
し
い
山
村
」
で
あ

り
、
そ
れ
が
「
外
来
の

影
響
を
受
け
な
い
」
長

野
県
の
南
端
伍
和
村
だ

っ
た
こ
と
に
小
生
は
驚

き
を
禁
じ
え
な
か
っ

た
。敗

戦
と
同
時
に
「
鬼

畜
米
英
」「
八
紘
一
宇
」

「
天
皇
の
赤
子
」
が
一

転
「
民
主
主
義
」
国
家

建
設
を
標
榜
す
る
国
に

豹
変
す
る
７０
年
前
の
日

本
国
の
裏
表
／
混
乱
を

読
み
進
め
る
う
ち
に
、

い
つ
し
か
、
リ
ニ
ア
新

幹
線
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
シ
ス
テ
ム
、
自
動

運

転
、
Ｉ.

ｏ.

Ｔ
な

ど
、
物
質
や
経
済
優

先
、
目
先
の
新
し
さ
ば

か
り
追
っ
て
い
る
地
域

社
会
や
現
代
の
日
本
の

姿
と
二
重
写
し
に
な

る
。
最
終
章
に
お
か
れ

た
意
味
も
深
い
。

『
カ
ケ
モ
ノ
―
占
領

日
本
の
裏
表
―
』
の
最

終
章
は
伍
和
村
を
去
る

彼
女
の
次
の
言
葉
で
結

ば
れ
て
い
る
。「
私
は
長

い
間
念
願
し
て
い
た
と

こ
ろ
の
、
西
洋
が
一
度

も
来
て
か
き
亂
し
た
こ

と
の
な
い
、
日
本
の
小

さ
な
一
隅
を
見
た
の

だ
。
／
バ
ス
が
走
り
出

し
て
、
再
び
あ
の
混
亂

と
苦
悩
に
満
ち
た
都
会

に
帰
る
長
途
の
旅
行
が

始
ま
っ
た
時
、
私
は
心

か
ら
西
洋
が
二
度
と
来

な
い
こ
と
を
希
っ
た
。」

…
世
界
の
覇
権
が
タ

ー
ン
イ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る

よ
う
で
、
政
治
も
、
経

済
も
、
果
て
は
文
化

も
、
思
想
も
疲
弊
し
、

混
迷
し
、
世
界
は
不
安

に
満
ち
て
い
る
。
識
者

と
い
わ
れ
る
人
種
も
、

他
人
と
違
う
こ
と
を
言

う
こ
と
だ
け
が
そ
の
ア

イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

誇
示
す
る
唯
一
の
証
明

か
の
よ
う
に
様
々
な
こ

と
を
口
に
し
て
い
る

が
、
そ
の
実
、「
不
安
」

と
い
う
一
事
し
か
語
っ

て
い
な
い
よ
う
に
聞
こ

え
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

折
、
こ
の
７０
年
前
の
指

摘
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
、
見
失
っ
た
日
本
を

取
り
戻
す
こ
と
に
な
ら

な
い
か
、
…
そ
ん
な
微

か
な
希
望
を
抱
い
た
か

ら
紹
介
す
る
次
第
で
あ

る
。
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